
　　入院治療計画書 結腸切除手術を受けられる患者さんへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日時 　　　　月　　　　日 　　　　月　　　　日 　　　　　　　　　月　　　　　　　　　日 　　　　月　　　　　日 　　　　月　　　　日 　　　　月　　　　日 　　　　月　　　　日 　　　　　月　　　　日
　　　入院・転科日 　　　　手術前日 　手術当日（手術前） 　手術当日（手術後） 　　　　　１日目 　　　２日～３日目 　　　４日～６日目 　　７日～9日目 　　10日～退院（１４日目）

検査 集中治療室で採血と 　５日目に採血があります　７日目に採血があります。
胸のﾚﾝﾄｹﾞﾝ撮影が
あります。

点滴 　　　　点滴があります。 　　　　　　　　　点滴があります。 　　　　　必要に応じて点滴をします。
（2000ｍｌほどの点滴を２４時間 　　　　　　　（抗生剤の点滴もあります） 　　　　点滴があります。
　かけてします。） 　（24時間ずっと点滴します。

　手術の前に500mlが２本、 　　　感染予防のために
　手術の後に1500～2500ml 　　　３日ごとに点滴を
　　くらいの点滴があります 　　　　　　刺しかえます。）

治療 抗生剤のｱﾚﾙｷﾞｰﾃｽﾄをします。 １０時に浣腸をします。 　　　　創をみて 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　創を見ます。
処置 へそをきれいにします。 　ｶﾞｰｾﾞを交換します 　　　　　　　　　　　　　　　消毒をして、ガーゼを交換します。

麻酔医の診察があります。 背中の痛み止めのﾁｭｰﾌﾞを抜糸します。
集中治療室に必要な物を確認します。 　　　　　抜きます。 お腹のﾁｭｰﾌﾞ（ﾄﾞﾚｰﾝ）を抜きます

下剤を飲んでもらいます。
必要に応じて浣腸もします。 　尿の管も抜きます
朝７時に点滴の印のところに
　　　　麻酔のｼｰﾙを貼ります。

食事 　　　　希望食がでます。 朝から食べられません。 朝から食べたり飲んだり 　　　　　　　　　　　　　　　　　食べたり飲んだりできません。 医師の許可があれば水分が始まります。 　希望があればご飯にできます
　　　　制限はありません。 水分（お水・お茶）は飲めます。 できません。 異常がなければ

　ただし２１時の薬を飲んだら 徐々に食事が変わります。
　それ以降は飲めません。 （水分→流動食→５分粥→全粥）

内服 　　　一旦、すべての薬を看護師がお預かりします。 　　　　基本的には 　　お薬は飲めません。 必要がある場合に消化剤や整腸剤、
　　　　　　必要な分だけお渡しします。 　　　お薬は飲めません。 下剤や下痢止めなどの

　医師の指示があったとき お薬が処方されます。
　　　　消灯時（２１時）に 　だけ内服していただきます
　　眠剤を飲んでもらいます。

活動 ベット上安静です。 ベットで座る 起立する 　　　　　　　　　　　病棟内を散歩し、院内を歩行できます
寝返りはできます。 練習をします。 練習をします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制限はありません。

清潔 シャワー又は入浴していただきます。 希望があれば朝シャワーに 体を温かいﾀｵﾙで 　　　　体を温かいﾀｵﾙで拭きます。 お腹のﾁｭｰﾌﾞが抜けた翌日から 　　　入浴できます。
頭も洗いましょう。 　　　　　入れます。 拭きます。 　　　また、体調がよければ洗髪もします。 ｼｬﾜｰに入れます。

看護師に声をかけてください。

説明 病棟の説明・案内をします。 　　　薬剤師が薬の説明をするため
指導 入院時看護計画予定を説明します。 　　　　お部屋までお伺いします。

入院前の生活や症状についてお話を聞きます。 　（お薬が処方された場合）
集中治療室の案内をします。
主治医から患者さん本人と家族の方に
　　　　　　　　　　　　　　手術の説明があります。

その他 ＜集中治療室に準備するもの＞ 　＜退院後の注意事項＞
　・T字帯　　３枚 　・紙ｵﾑﾂ（平らのもの）　　２枚
　・腹帯　　　３枚 　・ﾃｨｯｼｭ　　１箱
　・前開きのｼｬﾂ　　３枚
　・ﾊﾞｽﾀｵﾙ　　２枚 ★すべてのものに直接名前を
　・ﾊﾝﾄﾞﾀｵﾙ　　２枚 　書いて下さい。
　・ｽﾄﾛｰか水飲み　１個

　　　　　　　　2003年9月11日改正　　B4病棟


